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市民スキー教室の個人指導(大谷スキー場合

広
報
は
毎
月
l
日
に
発
行
さ
れ
ま
す
。各
家
庭
に
早
く
届
く
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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E冨-
お
め
で
と
う

『
怯
記
事
』

初
歳
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
市
内
で
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
六
九

O
人
で
、
日
日
の
成
人
式

に
は
、
質
素
で
し
っ
か
り
し
た
姿
が
目
立
ち
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、

天
神
青
年
団
員
が
布
施
谷
節
の
創
作
郷
土
芸
能
を
上
演
し
て

花
を
そ
え
ま
し
た
。

今
年
は
、
初
歳
に
な
っ
た
よ
ろ
こ
び
と
抱
負
を
三
人
の
方
に
ミ
ニ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
見
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

初
歳
に
な
っ
た
成
人
の
よ
ろ
こ
び
と
抱

負
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
坂
美
知
子
さ
ん
(
住
吉

2
5
2
4
)

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
社
会
人
と
し
て
人
に
迷
惑
を
掛

け
な
く
、
人
の
立
場
も
理
解
で
き
る
よ

う
、
立
派
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

常
楽
悟
君
(
宮
津
2
1
4
)

別
に
成
人
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

変
っ
た
事
は
や
り
た
く
な
い
ん
で
、
や

は
り
若
い
う
ち
に
な
ん
で
も
や
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

だ
が
、
そ
れ
に
は
成
人
と
し
て
の
責

任
を
自
分
で
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

一
生
を
通
し
て
や
り
た
い
と
思
う
こ
と

な
ど
ど
う
で
す
か
。

で
き
れ
ば
な
に
か
こ
れ
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
職
を
持
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。

石
川
圭
子
さ
ん
(
大
海
寺
野
村
4
9
0
6
)

成
人
式
と
い
う
そ
の
式
を
迎
え
て
、

や
っ
と
な
ん
と
な
く
大
人
の
仲
間
入
り

と
い
う
う
れ
し
さ
と
同
時
に
な
に
か
責

任
感
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
す
。

選
挙
権
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。

今
ま
で
だ
っ
た
ら
な
に
か
無
関
心
と

い
う
か
、
今
ま
で
の
よ
う
な
無
関
心
で

い
い
か
げ
ん
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

突
然
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
初
式
で
表
彰

1
月
6
日
の
消
防
出
初
式
で
、
次
の

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

A表彰を受けた民間団体

消
防
協
力
者
表
彰

舛
方
婦
人
消
防
隊

魚
津
市
農
協
西
布
施
支
所

優
良
消
防
団
員
県
知
事
表
彰

第
1
分

団

団

員

宮

坂

信

夫

第

2
分
団

H

駒

田

札

第
4
分
団

H

石

坂

道

夫

第
5
分

団

班

長

広

瀬

勇

第
6
分

団

団

員

寺

崎

秀

雄

第

7
分
団

H

宮

坂

勝

男

第

8
分
団

H

池
上
嘉
久
二

第
9
分

団

部

長

南

龍

吉

第
9
分

団

団

員

山

田

与

一

第
叩
分
団

H

伊
東
正
一

第
日
分
団

H

長
谷
川
宗
利

第
ロ
分
団

H

村

崎

幸

弘

第
日
分
団

H

国

木

豊

作

第
U
分

団

班

長

藤

森

義

昭

優
良
消
防
団
員
支
部
長
表
彰

第
1
分

団

団

員

魚

住

第

2
分
団

H

菅
野

第
3
分

団

島

崎

第
4
分

団

新

村

第
5
分

団

寺

西

第

6
分

団

清

河

第
7
分

団

広

田

第
8
分

団

宝

田

第

9
分

団

城

岡

第
9
分

団

山

本

第

日

分

団

中

村

第

日

分

団

山

田

第

日

分

団

虎

谷

第

ロ

分

団

江

幡

第

日

分

団

吉

野

第

凶

分

団

本

井
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今
月
の
表
紙

市
民
ス
キ
ー
教
室
ガ
、

2
月

刊
日
に
大
谷
ス
キ
ー
場
で
開
か

れ
ま
す
。

冬
の
体
力
づ
く
り
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
4
1

月
9
日
実
施
し

疋
教
室
は
、
青
天
の
定
め
参
加

者
ガ
少
な
く
、
個
人
指
導
ガ
受

け
ら
れ
る
程
で
し
芝
c

ゲ
レ
ン
デ
は
逆
に
家
族
連
れ

で
超
満
員
で
し
定
。
ス
キ
ー
は

何
よ
り
も
基
本
ガ
大
切
で
す
。

教
室
で
基
本
を
し
っ
か
り
修
得

し
て
か
ら
滑
っ
て
も
遅
く
な
い

と
思
い
ま
す
。

ス
キ
ー
場
は
積
雪
大
量
で
好

条
件
で
す
。
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第
6
回
富
山
県
青
年
の
船
は
日
月
6

日
か
ら
勾
日
ま
で
の
二
週
間
あ
ま
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
親
善
訪
問
し
ま
し
た
。

市
か
ら
は
上
回
、
山
崎
、
荒
川
の
三

氏
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
見
聞

を
一
文
に
し
て
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た。

砂
上
田
高
志
君

青
い
海
と
太
陽
の
強
い
光
、
街
路
に

は
南
国
特
有
の
ヤ
シ
や
バ
ナ
ナ
の
木
々
、

所
々
に
見
え
る
ス
ペ
イ
ン
風
の
建
物
、

道
路
に
は
の
ん
び
り
走
っ
て
い
る
馬
車
、

道
路
を
、
つ
め
る
乗
り
合
い
パ
ス
、
ジ
プ

ニ
l
、
等
を
見
る
と
全
く
日
本
と
は
異

質
な
感
じ
が
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
現
在
戒
厳
令
下
に
あ

り
街
角
や
ホ
テ
ル
に
響
備
員
が
肩
に
カ

ー
ビ
ン
銃
を
か
つ
ぎ
目
を
光
ら
せ
て
い

る
。
ま
た
ア
ジ
ア
で
唯
一
の
キ
リ
ス
ト

教
国
で
あ
り
国
民
の
大
半
が
洗
礼
を
受

け
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
で
は
避
妊
を
嫌
う
た
め

非
常
に
子
供
が
多
く
、

一
家
族
平
均
八

人
兄
弟
で
総
人
口
の
半
数
近
く
が
日
歳

以
下
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
貧
富
の
差
が
厳
し
く
、
わ
ず
か

5
r

足
ら
ず
の
大
金
持
ち
が
我
が
国
で
は
み

ら
れ
な
い
よ
う
な
豪
華
な
生
活
を
し
て

い
る
と
い
う
か
ら
驚
か
さ
れ
る
。

私
達
は
、
マ
ニ
ラ
に
着
い
た
最
初
の

夜
に
し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
う
少
年
の
案

内
で
、
マ
ニ
ラ
の
夜
の
繁
華
街
を
回

っ

た
が
、
一
歩
裏
通
り
に
入
れ
ば
そ
こ
に

は
貧
民
街
が
ひ
し
め
い
て
お
り
、
い
や

が
お
う
に
も
彼
等
の
貧
し
い
生
活
ぶ
り

が
目
に
入
っ
て
き
た
。

暗
閣
の
中
か
ら
私
達
に
お
金
を
求
め

て
近
よ
っ
て
く
る
少
年
達
や
、
暗
聞
か

ら
の
鋭
い
視
線
を
感
じ
た
時
、
だ
れ
し

も
恐
怖
感
を
い
だ
か
ず
に
は
お
れ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、
大
都
市
マ

ニ
ラ
の
裏
面
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

私
達
は
、
五
日
目
に
パ
ウ
ア
ン
の
農

村
地
に
あ
る
マ
ス
ピ
小
学
校
を
訪
れ
た

が
、学
校
施
設
は
お
そ
ま
つ
な
も
の
で
、

狭
い
広
場
、
ガ
ラ
ス
の
無
い
窓
、
教
室

に
は
電
灯
も
無
く
、
生
徒
は
教
科
書
も

制
服
も
無
く
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な

av 
私
達
の
ネ
ー
ム
を
見
て
ノ
ー
ト
に
書

き
な
が
ら
素
足
で
無
邪
気
に
か
け
よ
っ

て
く
る
子
供
達
の
顔
を
見
て
い
る
と
、

在
り
し
日
の
自
分
の
姿
が
再
現
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。

一

也
歯
周
昌
一

一
ヤ制
wv

一

一

企
園
臨
一

hv
荒
川
邦
子
さ
ん

私
達
は
、
教
室
で
子
供
達
と
歌
の
交
歓

会
を
行
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
思
わ
ぬ
日

本
の
懐
か
し
い
歌
「
こ
こ
に
幸
あ
り
」

を
聞
か
さ
れ
、
子
供
達
と
一
緒
に
歌
い

な
が
ら
も
何
故
か
目
頭
が
熱
く
な
る
の

を
押
え
き
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
小
学
校

砂
山
崎
昌
弘
君

の
敷
地
内
で
、
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た

海
外
青
年
協
力
隊
員
が
、
農
作
や
畑
作

の
技
術
指
導
を
し
て
い
る
農
場
を
見
た

が
、
、
キ
ャ
ベ
ツ
畑
や
ナ
ス
畑
に
彼
等
の

労
作
の
あ
と
が
伺
え
た
。

隊
員
は
現
地
の
人
に
な
り
き

っ
て
お

り
、
現
地
の
人
の
信
望
も
非
常
に
厚
く
、

現
地
の
人
と
会
話
し
て
い
る
姿
を
見
る

と
た
だ
う
ら
や
ま
し
い
ば
か
り
だ
っ
た
。

ま
た
私
達
は
パ
ギ
オ
の
日
本
ガ
ー
デ

ン
で
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、

自
分
の
巨
額
の
資
産
を
投
じ
て
こ
の
庭

園
を
造

っ
た
と
い
う
奥
さ
ん
と
共
に
、

太
平
洋
戦
争
で
犠
牲
と
な
っ
た
人
達
の

め
い
福
を
祈
り
、
戦
争
の
悲
し
み
に
思

い
を
は
せ
る
と
と
も
に
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
た
も
の
だ
。

そ
の
時
、奥
さ
ん
が
私
達
に
「
日
本
人

は
肩
で
風
を
き

っ
て
歩
く
な
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
の
犠
牲
の
も
と
に
あ
る
の
だ
日

と
言
わ
れ
た
時
、
何
か
心
に
突
き
刺
さ

る
も
の
を
感
じ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は

日
本
が
行
な
っ
た
戦
争
の
こ
と
を
忘
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
街
角
で
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
特
有
の
人
な
つ
っ
こ
い
笑
顔
で

手
を
振
っ
た
り
、
平
和
の

V
サ
イ
ン
を

飾
し
た
り
、
各
訪
問
地
で
の
現
地
の
青

年
と
の
夕
食
会
や
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
会
で

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
り
し
て
、
思
わ

ず
涙
を
流
し
た
も
の
だ
。

こ
の
陰
に
は
、
日
本
の
対
比
経
済
技

術
援
助
と
あ
の
海
外
青
年
協
力
隊
員
の

献
身
的
な
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
「
初
年
後
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
見
て
下
さ
い
日
と
言
っ
て
い

る
。
発
展
途
上
の
国
で
生
活
は
貧
し
い

が
以
外
と
彼
等
の
表
情
は
明
る
く
、
新

し
い
可
能
性
を
秘
め
た
国
で
あ
る
。

生
活
が
貧
し
い
た
め
か
物
売
り
の
子

供
達
を
多
数
見
た
が
、
彼
等
は
自
分
自

身
で
一
生
け
ん
命
生
き
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
子
供
達
が
、
私
達
が
日
本
へ

向
け
て
セ
プ
港
を
出
航
す
る
際
、
熱
烈

な
見
送
り
を
し
て
く
れ
た
が
、
明
日
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
担
う
こ
の
若
者
達
の
幸

福
を
願
わ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
。

最
後
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
機
会
を

与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
県
民
の
皆
様
に

深
く
感
謝
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

富
山
県
青
年
の
船
団
員

持
光
寺
上
田
高
志

出

山

崎

昌

弘

大
海
寺
新
村
荒
井
邦
子

(3) 
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み
ん
な
の
体
育

積
雪
時
に真

価
を
発
揮

多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
で
北
陸
地
方
の
マ

イ
ナ
ス
面
の
最
た
る
も
の
は
悪
天
候
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
積
雪
の
た
め
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
冬
眠
状
態
に
入
れ
ば
ス

キ
ー
ヤ
ー
は
別
と
し
て
、
戸
外
の
ス
ポ

ー
ツ
は
一
切
ア
ウ
ト
で
す
。

こ
の
時
に
こ
そ
真
価
を
発
揮
せ
ね
ば

な
ら
な
い
の
が
体
育
館
で
す
。，
市
総
合

体
育
館
ご
利
用
の
大
部
分
の
方
は
車
の

利
用
者
で
あ
り
ま
す
の
で
、
積
雪
時
の

駐
車
場
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
総
合
体
育
館
の
一
層
の
ご

4
『僕
は
だ
れ
と
か
な
/
市
民
卓
球
大
会
の
組
み
合
わ
せ
抽
選

利
用
に
よ
り
、
冬
の
体
育
に
役
立
て
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

2
月
の
貸
切
り
予
約

27 26 11 20 19 13 6 5 日

日 土 日 日 土 日 日 土 E届

9 : 00 13: 00 9 : 00 10: 00 13: 00 9 : 00 9 : 00 13: 00 時

17: 00 15: 00 17: 00 15: 00 15: 00 17: 00 17: 00 15: 00 1111 

大 中 中 大 中 大中 大中 中 室名 I 

大会里民第l 
子紋軽

ま市童卓大会児プラタま

e続プタラe 子綾軽
選手鰭全校北倍

弱ノ:ミ害E子進車信奪
子軽綾

スポ スポ スポ 行

llJ 
ド

教室.-; 教室.-; 
レ 、7

、、‘ 

ポ 教室
名

ン

ト ，、
J‘ ' Jレ

2
月
の
休
館
日

7
、
ロ
、
リ
H

、
幻
、
お
の

5
日
間

市
民
ス
キ

l
、
軟
式

テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
の
開
催
近
し

市
民
ス
キ

l
、
軟
式
テ
ニ
ス
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
の
開
催
期
日
が
せ
ま
っ

』
F

小
学
生
の
部
の
熱
戦

市民卓球大会

をかえりみて

て
き
ま
し
た
。
市
教
委
で
は
、
市
民
多

数
の
参
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。
き
あ

l

自
己
の
体
力
と
技
術
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
特
に
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

の
壮
年
、
婦
人
の
皆
さ
ん
は
、
総
合
体

育
館
、
学
校
開
放
校
、
ス
キ

l
場
等
で

練
習
を
積
み
か
さ
ね
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市
教
委
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
内
線

2
2
5
番

市
民
軟
式
テ
ニ
ス
大
会

2
月
全
金
昭

市
民
ス
キ

l
大
会

2
月
初
日
目

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

2
月
幻
日
間

第
一
回
市
民
卓
球
大
会
は
、
新
春
を

迎
え
た

1
月
9
日
市
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ
を

目
ざ
し
て
い
る
今
日
の
社
会
体
育
を
象

徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
早
朝
か
ら

多
数
の
選
手
が
勝
利
を
目
ざ
し
入
館
し

ま
し
た
。
役
員

・
選
手
合
わ
せ
一
七

O

余
名
が
参
加
し
て
開
会
式
を
行
な
い
、

試
合
は
山
台
の
卓
球
台
を
使
用
し
て
、

小

・
中

・
一
般
、
の
部
へ
と
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
小
学
生
の
真
剣
な
試
合
ぶ
り
、

そ
し
て
一
般
男
子
一
部
の
熱
戦
、
ま
こ

と
に
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。
今
後
市

内
に
よ
り

一
層
卓
球
人
口
が
拡
大
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
大
会
の
運
営
に
ご
尽
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
市
卓
球
協
会
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

3
月
の
歩
こ
う
会

3
月
の
歩
こ
う
会
は
、

6
日
印
刷
月
形

橋
方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
前

を
午
前
9
時
に
出
発
し
、
月
形
橋
ま
で

歩
き
、
帰
り
は
パ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
8
時
印
分
ま
で
電

鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

(中
食
不
要
)

歩
こ
う
会
こ
と
し
の
日
程

歩
こ
う
会
の
こ
と
し
の
日
程
は
次
の

参勝

江蔵⑧， 後藤⑧

大城⑧，沢田⑥

梶尾⑧， 谷口⑧

森⑮，浜岸⑧

吉崎 ，松 倉

根塚 ，魚住

辻 ，魚住

(4) 

勝

和康駐)

紅代(本)

守個)

智恵個)

克 範

一男

秋子

次

崎

測

林

野

世

本

田

松

川

小

吉

飛

松

沢

優勝

浜田信稔船

折川 真弓(白

石崎弘昭個)

高瀬千佳子個)

加藤 孝

石崎昭二

柚木リツ子

卓球大会成績

小 学校男子

小 学 校女子

中学校男子

中学校女子

一般男子 1部

一般男子 2部

一 般女子

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
体
力
づ
く
り

の
た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

4
月
3
日

天
神
山
、
東
山
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
初
分
出
発
|

天
神
山
|
東
山
と
歩
き
、
帰
り
は
パ

ス
を
利
用
。

(
中
食
不
要
)

5
月
1
日

松
倉
城
跡
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
お
分
発
パ
ス

乗
車

l
北
山
下
車
|
松
倉
城
跡

l
鹿

熊
と
歩
き
、
帰
り
は
パ
ス
を
利
用
。

6
月
5
目

黒
沢
、
東
城
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
発
パ
ス
に
乗ヘ



車
ー
黒
沢
下
車
|
東
城
口
ま
で
歩
き
、

帰
り
は
パ
ス
を
利
用
。

7
月

3
日
大
岩
不
動
山
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
幻
分
発
電
車

乗
車
|
上
市
下
車
!
大
岩
不
動
山
ま

で
歩
き
、
帰
り
は
パ
ス
を
利
用
。

8
月

7
日
島
尻
、
坪
野
方
面

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
発
パ
ス
乗
車

|
島
尻
下
車
|
坪
野
ま
で
歩
き
、
帰

り
は
パ
ス
を
利
用
。
(
中
食
不
要
)

9
月

4
日
小
川
温
泉
元
湯
方
面

魚
津
駅
発
9
時
印
分
発
、
汽
車
乗
車

|
泊
駅
下
車
|
小
川
温
泉
元
湯
ま
で

パ
ス
で
行
き
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
み
ま
す
。
帰
り
は
パ
ス
、
汽
車
を

利
用
。

問
月
2
日
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' 年曲
辰

¥、

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
お
分
発
パ
ス

に
乗
車
l
坪
野
下
車
l
六
百
峠
ま
で

歩
き
、
帰
り
は
パ
ス
を
利
用
。

日
月

6
日

馬

場

島

方

面

電
鉄
魚
津
駅
で
電
車
に
乗
車
(
時
間

未
定
)
|
上
市
下
車
|
伊
折
ま
で
パ

ス
で
行
き
馬
場
島
ま
で
歩
き
ま
す
。

帰
り
は
パ
ス
、
電
車
を
利
用
。

ロ
月

4
日

総

会

電
鉄
魚
津
駅
午
前

9
時
出
発
l
総
合

体
育
館
ま
で
歩
き
、
総
会
(
臼
年
事

業
計
画
、
表
彰
、
写
真
交
換
、
反
省

会
)
を
聞
き
ま
す
。
(
中
食
不
要
)

マ
歩
こ
う
会
の
正
会
員
の
登
録
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
費
は
年
間
一
人
二
百

円
で
、
連
絡
、
表
彰
な
ど
の
費
用
に

あ
て
ま
す
。

ハ
百
峠
方
面

マ
参
加
者
を
対
象
に
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
の
加
入

を
は
か
り
ま
す
。
保
険

料
は
年
間
百
五
十
円

(
死
亡
時
百
五
十
万
円

の
保
険
金
)
で
各
自
負

担
と
な
り
ま
す
。

マ
会
費
及
び
保
険
料
は

2

1

3
月
で
徴
収
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

教
委
宮
内
線
2
0
5
番

へ
ど
う
ぞ
。

安全と大漁を
出漁団の航海安全大漁祈願祭

今
年
も
、
春
の
出
漁
を

目
前
に
二
百
カ
イ
リ
漁
業

専
管
水
域
宣
言
な
ど
の
厳

し
い
国
際
情
勢
の
中
で
、

航
海
の
安
全
と
大
漁
を
祈

る
祈
願
祭
が

1
月
幻
日
魚

津
漁
協
で
盛
大
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

神
事
の
あ
と
壮
行
会
が

開
か
れ
清
河
市
長
や
県
知

事
な
ど
来
賓
の
祝
辞
と
激

励
を
受
け
た
あ
と
、
魚
住

常
一
さ
ん
ら
優
良
出
漁
団

員

M
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

金

農
業
者
年
金
制
度
が
で
き
て
約

6
年
経
過
し
、
日
年
1
月
か
ら
は

い
よ
い
よ
経
営
移
譲
年
金
の
支
給

が
始
ま
り
ま
し
た
。

日
月
末
ま
で
に
全
国
で
八
千
人

の
人
が
、
実
際
に
年
金
を
手
に
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
こ
の

た
び
法
律
改
正
が
あ
り
臼
年
1
月

か
ら
は
大
幅
に
制
度
が
改
善
充
実

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。

一
・
四
八
倍
に
引
上
げ
ら
れ
た

年
金
額
き
る
的
年
度
の
法
律
改
正

で
二
・
二
倍
に
引
上
げ
ら
れ
経

営
移
譲
年
金
と
農
業
者
老
齢
年
金

が
さ
ら
に
一
・
四
八
倍
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

(5) 

者業

。
保
険
料
の
改
定
|
(
段
階
的
に
)

年
金
額
の
引
上
げ
に
伴
っ
て
、

年
金
の
も
と
と
な
る
保
険
料
も
引

上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
一
挙
に
引
上
げ
る
こ
と
は
農
家

に
と
っ
て
大
幅
な
負
担
増
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
緩
和
す
る
た

め
臼
年
1
月
i
ロ
月
の
保
険
料
は

年
金
の
引
上
げ
率
と
同
率
(
一

・

四
八
倍
)
の
引
上
げ
と
し
、
以
後

2
年
に
わ
た
り
段
階
的
に
引
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
定
の
後
継
者
に
つ
い
て
は
別
表

の
よ
う
な
軽
減
の
措
置
が
と
ら
れ

る
三
と
に
な
り
ま
し
た
。

531] 

袋

。
後
継
者
へ
の
移
譲
要
件
の
改
正

後
継
ぎ
に
対
す
る
経
営
移
譲
の
場
合
、

自
作
地
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
は
所
有

権
を
移
転
(
譲
渡
)
し
な
け
れ
ば
年
金

は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
近

年
、
一
人
の
後
継
ぎ
に
限
っ
て
全
部
の

所
有
権
を
一
挙
に
移
す
こ
と
が
実
際
上

か
な
り
困
難
な
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
適
期
に
経
営
移
譲
を
す
‘
め

る
た
め
、
い
ま
ま
で
の
所
有
権
移
転
の

方
式
に
加
え
、
後
継
者
に
対
し
て
使
用

収
益
権
の
設
定
(
経
営
主
が
子
や
孫
に

自
作
地
を
貸
す
こ
と
)
を
し
て
も
年
金

が
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
特
定
後
継
者
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減

農
業
後
継
者
の
育
成
確
保
を
図
る
と

の
考
え
方
か
ら
一
定
の
要
件
を
満
た
す

後
継
者
に
つ
い
て
は
申
し
出
れ
ば
お
歳

に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
保
険
料
が
三

割
程
安
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

こ
の
特
定
後
継
者
と
し
て
申
し
出

ら
れ
る
の
は
、

①
お
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

②
そ
の
人
を
後
継
者
と
し
て
指
定
し
た

人
も
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
。

③
そ
の
親
の
経
営
規
模
が
一

O
O
ア

|

ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

④
本
人
が
農
業
に
常
時
従
事
し
て
い
る

こ
と
と
な

っ
て
い

ま
す
。
年
金
に
関
す

る
く
わ
し
い
こ
と
は
市
農
業
委
員
会
宮

内
線

2
2
1
番
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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主主
事三
三重喜

日
年
中
の
市
の
交
通
事
故
白
書
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

前
年
比

事
故
発
生
件
数
一
六
五
件
(
同

U
J
r)

事

故

死

者

二

人

(

一一位
11
o
r
)

事
故
負
傷
者
一
九
九
人

(
4
E
t
r

)

右
の
よ
う
に
、
必
年
以
来
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
発
生
件
数
が
わ
ず
か
な
が
ら

増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
車
両
の
増
加
と
、
交
通
量
の

増
加
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
な

に
よ
り
も
運
転
者
一
人
一
人
の
注
意
が

大
切
で
す
。

次
の
事
故
内
訳
を
参
考
に
、
今
年
こ

そ
交
通
死
者
ゼ

ロ
の
目
標
を
達
成
で
き

る
よ
う
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
ご
協

』
F

お
そ
ろ
し
い
交
通
事
故

砂
一
日
婦
人
交
通
課
長
か
ら

力
く
だ
さ
い
。

追

突

三

二

件

出

合

頭

の

衝

突

一

九

件

事
と
自
転
車
の
接
触
事
故
一
八
件

そ

の

他

九

六

件

自
転
車
事
故
の
内
、
高
齢
者
、
婦
人
、

子
供
の
事
故
が
前
年
の
一

O
件
か
ら
一

八
件
に
増
え
て
い
ま
す
。
事
故
は
、
無

灯
火
、
二
人
乗
り
、
か
さ
さ
し
運
転
、

信
号
無
視
等
が
原
因
で
、
自
転
車
利
用

者
も
交
通
ル

l
ル
の
厳
守
と
注
意
が
必

要
で
す
。

死
亡
事
故
は
、
山
菜
取
り
林
道
で
の

運
転
操
作
「
ミ
ス
」
と
、
少
年
の
飲
酒

運
転
に
よ
る
も
の
で
、
規
則
の
尊
守
と

周
囲
の
厳
重
な
注
意
が
必
要
で
す
。

野
鳥
は
私
た
ち
の

共
有
財
産

私
た
ち
の
周
囲
で
飼
わ
れ
て
い
る
鳥

は
、
産
地
に
よ
っ
て
、
外
国
産
の
鳥
と

国
内
産
の
鳥
の
二
つ
に
大
別
で
き
ま
す
。

一
般
に
、
前
者
は
洋
鳥
、
後
者
は
和
鳥

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

和
鳥
は
山
野
で
自
由
に
生
息
し
て
い

ま
す
か
ら
、
普
通
に
は
野
鳥
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
は
野
鳥
の
保
護
が

強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
野
鳥
が
自
然

界
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
大
切
な
役
割
を

は
た
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
、

野
鳥
に
は
昆
虫
を
食
物
と
し
て
い
る
も

の
が
多
い
の
で
、
農
作
物
や
森
林
を
害

虫
か
ら
守

っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
山

や
野
原
で
耳
に
す
る
野
鳥
の
さ
え
ず
り

は
、
私
た
ち
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
野
鳥
は
私
た
ち
の
生

活
と
極
め
て
重
要
な
関
係
を
も
ち
、
公

益
性
の
高
い
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
国
や
県
で
は
、
野
鳥
の

捕
獲
や
飼
養
に
厳
し
い
制
限
を
加
え
、

保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

野
鳥
を
飼
わ
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と

d

司
傷
の
手
当
を
受
け
る
野
鳥

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

許
可
の
内
容
は

県
で
は
、
野
鳥
を
保
護
す
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、

一
定
の
範
囲

で
捕
獲
を
許
可
し
て
い
ま
す
。
鳥
獣
の

飼
養
許
可
も
そ
の

ひ
と
つ
で
す
。

飼
養
に
は

マ
一
羽
毎
に
飼
養
許
可
が
必
要
で
す
。

(野
鳥
や
そ
の
雛
を
捕
獲
す
る
場
合

は
、
別
に
鳥
獣
捕
獲
許
可
が
必
要
で

す
。)

マ
許
可
さ
れ
る
の
は
一
家
に
三
羽
ま
で

で
す
。

マ
小
鳥
居
か
ら
の
購
入
や
友
人
か
ら
譲

り
う
け
る
場
合
は
、
必
ず
飼
養
許
可

証
と
と
も
に
譲
り
う
け
ま
し
ょ
う
。

マ
許
可
期
間
は
一
年
間
で
す
か
ら
、
引

続
き
飼
養
す
る
に
は
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

O
狩
蝋
鳥
の
飼
養
に
限
り
許
可
は
い
り

ま
せ
ん
。

野
鳥
は
大
切
な
私
た
ち
の
財
産
で
す
。

飼
養
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
許
可
手
続

き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

知
ら
ず
に
飼
養
し
て
い
る
方
は
、
法

律
違
反
と
な
り
ま
す
か
ら
、
す
ぐ
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

飼
養
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

市
農
林
土
木
課
ま
た
は
県
農
地
林
務
事

務
所
へ
。

魚
津
農
地
林
務
事
務
所

E
M

l
5
3
1
1
附

(6) 

。
許可証の必要なもの

(野鳥)

ウグイス、メジロ、マ

ヒワ、ヒノ〈リ、ヤマガ

ラ、コマドリ、オオル

リ、ホオジ口、ウソ、



『
納
税
ガ
イ
ド
』

V
所
得
税
の
申
告
と
相
談

(
申
告
は

3
月
日
日
ま
で
)

所
得
税
は
、
国
や
地
方
の
台
所
を
支

え
る
重
要
な
税
金
で
す
。
一
人
一
人
が
、

正
し
く
自
分
の
所
得
を
計
算
し
て
、
申

告
し
、
納
税
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

税
務
署
や
市
町
村
役
場
、
商
工
会
議

所
、
商
工
会
、
農
協
で
は
、
申
告
や
、

納
税
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
混
雑
を
避
け
て
、
ス
ム
ー
ス
な

相
談
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
部
の
方
に

対
し
て
相
談
日
等
を
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
該
当
の
方
は
、
で
き
る
だ

け
そ
の
日
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

V
納
税
に
つ
い
て
の
お
願
い

納
付
書
は
、
間
違
い
防
止
の
た
め
に

も
納
税
者
自
身
で
記
載
し
て
、
期
限
(
3

月
日
日
)
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
る
方
は
、

振
替
用
納
付
書

(
4
枚
1
組
)
に
必
要

事
項
(
住
所
、
氏
名
、
納
付
税
額
、
振

替
金
融
機
関
番
号
、
税
務
署
名
等
)
を

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
載
の
う
え
申
告
書
に

添
え
て
、
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
振
替
用
納
付
書
の
提
出
が
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
振
替
手
続
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

V
納
税
証
明
は
二
月
中
に

3
月
は
業
務
が
ふ
く
そ
う
し
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く

2
月
中
に
済
ま
さ
れ
る

よ
う
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

な
お
証
明
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
証

明
手
数
料
(
一
枚
2
0
0
円
)
、
印
鑑
、

使
用
目
的
等
が
必
要
で
す
か
ら
ご
承
知

く
だ
さ
い
。

V
源
泉
還
付
の
申
告
は

2
月
上
旬
ま
で

還
付
を
、
つ
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書

は
、
な
る
べ
く

2
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
月
中
旬
以
降
に
提
出
さ
れ
ま
す
と
、

税
務
署
の
業
務
が
ふ
く
そ
う
し
ま
す
の

で
、
お
支
払
が
お
そ
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

V
税
理
士
に
よ
る
納
税
相
談
所
開
設

日
時

3
月
3
日
と

3
月
4
日
午
前
日

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

場
所
魚
津
商
工
会
議
所
内

あ
な
た
の
所
得
計
算
や
確
定
申
告
書

の
書
方
に
つ
い
て
、
無
料
相
談
に
応
じ

ま
す
。
(
魚
津
税
務
署
)

A
p
 

d
p
 

σ
P
 

街
を
自
然
を
美
し
く

A
F

吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

叫
がd

v
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今
月
の
納
税

納
期
限
は
2
月
初
日
で
す
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至
石
田
駅

魚津市第 5次住居表示実施区域図

片貝川

富

山

湾

¥ 

幾重害

4勾時

(8) 

第

5
次
住
居
表
示

-
2
月
間
日
か
ら
経
団
地
区
で
実
施
・

市
で
は
住
所
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
に
、
住
居
表
示
制
度
を

と
り
い
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
経
団
漁
港
周
辺
の
整

備
に
伴
い
、
経
団
地
区
の
東
町
に

接
す
る
浜
経
団
地
内
の
一
部
と
、

東
町
の
一
部
で
、

2
月
刊
日
か
ら

住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す
。

V
新
町
名
と
そ
の
中
に
含
ま
れ
る

旧
大
字
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
東
町
浜
経
団
・
東
町
の
一
部

マ
寿
町
浜
経
団
の
一
部

2
月
刊
日
か
ら
町
の
公
称
、
町

名
や
境
堺
が
変
り
、
住
所
は
新
し

い
呼
び
方
に
な
り
ま
す
。

例
「
魚
津
市
寿
町
二
番
三
号
」
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
単
に
郵
便
だ
け
で
は
な

く
、
履
歴
書
、
官
公
庁
へ
の
届
出
、

申
請
書
契
約
書
な
ど
、
す
べ
て
住

所
を
表
す
と
き
、
こ
の
呼
び
方
を

用
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、
不

動
産
(
土
地
、
家
屋
)
免
許
関
係
、

営
業
許
可
証
な
ど
の
住
所
変
更
を

す
べ
き
必
要
な
手
続
に
つ
い
て
は
、

「
新
住
居
表
示
問
答
」
集
を
該
当

者
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
か
ら
、

期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
関
係
官
庁

へ
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
な
ど
も
新
町
名
、
新
番
地

に
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
該
当
者
に

は
市
民
課
か
ら
通
知
し
ま
す
。

知
人
や
親
せ
き
、
取
引
先
へ
新

し
い
住
所
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら

せ
る
た
め
郵
便
局
か
ら
、
無
料

'ハ

ガ
キ
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

又
、
私
製
ハ
ガ
キ
を
印
刷
し
て

住
所
の
変
更
を
知
ら
せ
る
と
き
は

事
前
に
魚
津
郵
便
局
の
承
認
を
得

て
、
四
百
枚
ま
で
郵
便
料
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

こ
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

無
料
ハ
ガ
キ
と
閉
じ
「
住
所
番
号

変
更
通
知
」
の
文
字
を
ハ
ガ
キ
の

表
面
に
印
刷
し
肩
書
や
宣
伝
文
は

記
載
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

住
居
表
示
に
つ
い
て
の
お
た
ず

ね
は
市
総
務
課
行
政
係
官
内
線
2

5
6
番
へ
ど
う
ぞ
。



学
園
だ
よ
り

う
れ
し
い
給
食

第3積郵便物総司鹿沼 うおづ 52.2.1

0
ー
白
倉
小
学
校
|

O

市
の
南
端
に
あ
る
白
倉
小
学
校
で
は
、

三
学
期
を
迎
え
た

1
月
刊
日
か
ら
、
待

望
の
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
送
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

給
食
は
豪
雪
の
た
め
配
送
が
う
ま
く

い
く
か
ど
う
か
で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

順
調
に
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

元
気
な
凶
人
の
生
徒
達
と
、
5
人
の

先
生
方
と
の
会
食
は
、
と
て
も
す
ば
ら

し
い
家
族
的
な
ふ
ん
囲
気
で
し
た
。

4
『
お
い
し
い
|
給
食

hv
完
成
し
た
大
町
幼
稚
園

bhv 

r
h

司
I
力
佐
萄
客
茂

ーヌ岡山』
3
1
f回
目
古

mn
，回
H
月bhv 

b
d
 

昨
年
7
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
い

た
大
町
幼
稚
図
が
完
成
し
て
、

1
月
幻

日
に
落
成
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

同
幼
稚
園
は
、
大
町
小
学
校
庭
の
旧

工
業
試
験
場
跡
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
で

面
積
六
二

0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的

な
設
備
を
備
え
た
立
派
な
も
の
で
す
。

総
工
費
に
六
千
二
百
五
十
万
円
を
要

し
、
保
育
室
四
室
、
遊
戯
室
一
室
、
管

理
室
三
室
を
備
え
、
図
児

一
六

O
名
を

保
育
で
き
ま
す
。

積極的な広報活動を目指す

市 PTA連絡協議会
‘市 P連の話し合い

市
P
連
常
任
委
員
会

市
内
の
小
中
学
校
の

P
T
A
で
構
成

さ
れ
て
い
る
、
魚
津
市
P
T
A
連
絡
協

議
会
(
市

P
連
)
〈
会
長
、
千
田
稔
〉
は

こ
の
ほ
ど
常
任
委
員
会
を
聞
き
、
今
後

の
方
針
等
次
の
三
点
を
話
合
い
ま
し
た
。

川
除
々
に
切
迫
し
つ
つ
あ
る
教
育
子

算
の
増
額
に
つ
い
て
陳
情
書
の
内
容

検
討
を
行
う
。

ω
現
在
県

P
連
が
推
進
し
て
い
る

H

た

く
ま
し
い
子
。
を
育
て
る
運
動
と
並

行
し
て
、
現
代

っ
子
に
最
も
欠
如
し

て
い
る
公
徳
心
を
植
え
こ
み
、
基
本

的
な
人
の
道
を
ど
の
よ
う
に
教
え
こ

む
か
、
ま
た
現
在
週
一
固
め
道
徳
教

育
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る

か
を
親
も
よ
く
察
知
し
て
本
来
親
の

務
め
で
あ
る
道
徳
に
つ
い
て
学
校
と

家
庭
が
う
ま
く
連
動
す
る
こ
と
が
必

要
と
の
結
論
を
得
、

P
T
A
と
し
て

一
つ
の
指
針
を
発
表
し
各
戸
へ
配
布

で
き
る
よ
う
な
も
の
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
、
市

P
速
の
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
て
ゆ

く
た
め
、
各
校
P
T
A
の
広
報
担
当

者
の
組
織
を
作
っ
て
広
報
活
動
を
活

発
に
し
各
家
庭
と
市

P
連
と
を
積
極

的
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
よ
う
に
務
め

る
こ
と
に
し
た
。

市
P
連
広
報
担
当
者
打
合
せ
会

以
上
の
常
任
委
員
会
の
決
定
を
、つけ

て
市
内
各
校
P
T
A
の
広
報
担
当
者
が

集
ま
り
今
後
の
活
動
と
し
て
4
月
か
ら

の
新
年
度
の
市

P
連
広
報
を
充
実
さ
せ

る
た
め
毎
月
会
合
し
て
各
校
の
情
報
を

持
ち
寄
り
組
織
的
に
広
報
活
動
を
す
る

こ
と
を
確
認
、
ま
た
財
源
の
確
保
を
図

っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

行
事
予
告

市
P
連
広
報
活
動
実
技
研
修
会

2
月
3
日
附
午
後

6
時

大

町

小
学
校

。
広
報
紙
の
あ
り
方

。
編
集
に

つ

い

て

他

各
校
P
T
A
広
報
担
当
者
の
参
集
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
普
及
推
進
座
談
会

2
月
初
日

ω午
後
1
時

市

民

会

館

主
催
青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議

魚
津
市
教
育
委
員
会

「
家
庭
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を

テ
!
?
に
し
て
各
種
団
体
代
表
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(9) 
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市民相談
物価問題等相談

日曜日を除き包日
午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで

市役所市民相談室
宮内線229番

行政相談
包月第1.第3木曜日
午後オ時-4時

市役所市民相談室
宮内線229番

行政相談委員関口又作氏
本町2丁目14の23
fi'24-0 6 4 8番

障
害
(
福
祉
)
年
金
の

受
給
洩
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
/
-

国
民
年
金
で
は
、
加
入
さ
れ
た
方
が

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き

に
、
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
応
す
べ
て
の
障
害
を
対
象
と
し
ま
す

が
主
な
も
の
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

O

目
、
耳
な
ど
の
外
部
障
害
は
、
治

っ
た
と
き
(
治
療
し
て
も
、
そ
れ
以

上
よ
く
な
ら
な
い
と
き
)。
結
核
な
ど

内
部
障
害
は
、
初
診
日
(
初
め
て
医

師
に
か
か
っ
た
日
)
か
ら
三
年
経
っ

た
日
(
臼
年
中
に
は
、
一
年
半
に
改

正
の
予
定
)
で
、
障
害
の
程
度
を
み

ま
す
。

O

障
害
の
程
度
が
三
年
経
っ
た
日
で

該
当
し
な
く
て
も
、
そ
の
後
重
く
な

っ
た
と
き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

O

初
診
日
前
に
、

一
年
以
上
掛
金
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
滞
納
が

あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

O

初
診
目
前
一
年
の
期
聞
の
中
に
、

他
の
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が
あ
っ

て
も
、
通
算
さ
れ
ま
す
。

o
障
害
福
祉
年
金
は
、
初
診
百
が
初

歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
で
あ
る
と
き
、

明
治
叫
年
4
月
1
日
以
前
に
生
れ
た

人
が
河
歳
前
に
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
市
民
課

国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宮
内
線
2
3
2
番 ~通事故相談(巡回)

2月2日夜M2月16日側
3月2回収M3月16目的
午前10時~午後3時
県魚津総合庁さ内

魚津地方県民相談室
fi'24-' 531 1内線218番

人権相談
日曜日を除き包日
午前9時~午後4時まで
土曜日は正午まで .
富山地方法務局魚津安局
fi'22-046 1番

税の相談
包月5巴・ 15日・ 25日
午前9時~午後4時
魚津税務署
相談日ガ日曜日に当つだ場合
は翌日 fi'24-1 370番

l山配ごと相談
月曜日を除き包日
午前9時~午後4時
福祉センタ-百楽荘
fi'24-3 2 41番

内結 足 障 手 腕 の言音 障限
害障

部核 の の の 障語 グ〉
障等 障 指 降 機 耳

種類害の 室口 害 の 窓口 害能声 害の

でと他人 態との両 。

使こどうと完金強直な両腕主の全

シ耳四眼
きん

ん全完強足 がと両手でたま両手失なら両手 べル両耳;下以の両眼; などの
使どつ のい自助

直全フ巳
ではのの

上以のもの
一 障

状分け
なきの関節部全たつ部全

瞳m1告2 をヲ
こなマ

い部金ののもの
がどマ

のも聴失力繍の視力とどヒ
でなきでヒがでま

程度指の完金強直な指のの指を
腕両たま

のの
で、た 和 霊EコZ 

るけ なき両は
状態の使がう マ完全 つ椴け

いがは がが 級
これ 足

状態ほと関節 九 O
とば いが関節 。
がほ 状ほ こどヒ か んの デ O

σ3 

も得を極る必ずしも
。。 。 。 。

状態使どう完全強腕の片 伝えをいた伝えら音声・
ぺルシ岡耳耳五上日O両匝眼

のめ必 た片いほ節片も両 なで全ま両手根た両手
るて要 も足状態 との足の足 いほマた かは

るこするずれ語言
こ困は の足を ん全完の の 程度とヒはの失なら 、の こと 直な完全と難な

首から 使こどう強直な全完マヒ 部指全の

んま 、おおお 上以の・の 程
がでい他人

の状聾畦ど72強直たはなや指おや指とたつや指とや指と

がどマ とこ、だ
のも聴失損力O八祖力で労が で片でヒ がと身け

き働、の
なき腕たま

でにふ'で の 下以和の
なに日助 上 とどま 失を こ 指中とひも指中を 人

状態きる話てよつ、や字番をり話はをよ〈
いよ常生け でがでた

と 指きとしの さ
いがは がのが 級 度

程りを 失 で片はな

ができどが完 っけ指まし
程度ほと関節 八も O

度収活か なき足、 つ 0デのO・
の入はり つ なが関た のんの

内職相談
包週、月・水 ・金曜日
午前9時30分~午後3時

市役所市民相談室
宮内線229番

高年齢者職業相談
日曜日を除き毎日
午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所高年齢者職業相談室
宮内線299番

。。

マ へマ し マ 時間 2 す 北 1

月 の、や

つく 体七肢不会県由児自百品 五百 一り 社会円l 寄付ご

午後 (日月) ) ン 具
1 用利のよセンの 宮可雪F 
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老
人
世
帯

(ω
歳
以
上
)
に

居
室
整
備
資
金
を
貸
し
付
け
し
ま
す

市
で
は
、
老
人
と
そ
の
家
族
と
の
好

ま
し
い
家
族
環
境
を
作
る
た
め
に
、
老

人
専
用
居
室
を
設
け
る
世
帯
に
対
し
て
、

次
に
よ
り
整
備
資
金
を
貸
し
付
け
て
い

ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
付
対
象
者

マ
市
内
に
在
住
す
る

ω歳
以
上
の
老
人

と
同
居
す
る
世
帯
主

貸
付
条
件

1

住
家
に
老
人
の
専
用
居
室
が
な
く
、

又
は
、
老
人
の
専
用
居
室
が
老
朽
も

し
く
は
狭
い
た
め

4

老
人
の
家
庭
生

活
に
快
適
性
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

2

老
人
と
同
一
の
生
計
を
営
み
、
そ

の
老
人
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
。

3

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
な
け
れ

ば
自
力
で
老
人
の
専
用
居
室
の
整
備

が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

4

貸
し
付
け
を
受
け
た
資
金
の
償
還

や
、
利
息
の
支
払
に
つ
い
て
十
分
な

支
払
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

5

市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

6

資
金
の
貸
付
金
の
限
度
額
は
、
一

世
帯
七
十
二
万
円
以
内
と
す
る
。

7

貸
付
金
の
利
率
は
年
5
パ

l
セ
ン

ト
と
す
る
。

貸
付
金
の
償
還
方
法
は
、
元
利
均

8 

第3橿郵便物毘司底思 うおづ 52.2.1

等
月
賦
償
還
、
半
年

賦
、
年
賦
償
還
の
三
通

り
と
す
る
。

9

償
還
期
間
は
、
貸
付

日
の
属
す
る
月
の
翌
月

の
初
日
か
ら
起
算
し
て

叩
年
以
内
と
す
る
。

日
延
帯
金
の
率
は
、
年

m
rと
す
る
。

日

連
帯
保
証
人
は
、
市

内
に
居
住
す
る
償
還
能

力
を
有
す
る
人
、
二
人

以
上
を
た
て
る
こ
と
。

そ
の
他
く
は
し
い
こ
と

は
、
市
社
会
福
祉
課
福
祉

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宮
内
線
2
4
1
番

月2 月2 月2 月2 月2 
月

25 18 17 16 15 
日 日 日 日 日 日

幽 幽 附 t榊 (刈

総ざら 布西施経団・ 吉島大町 村木 本江
該

=住t 
当

し、
上野方 神天松倉 道下 地

上中島 . 
片貝

区
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市民会館

~ 

場



大
徳
寺
の
秘
蔵
像

あ
な
た
と
図
書
館

ω

趣
味
の
本
・
・
・
・
・
・
倒

第311郵便物箆司鹿唱うあ、づ 52.2.1

親
と
子
の
あ
そ
び

年
末
年
始
の
あ
わ
た
だ
し
き
も
内
遠

の
い
た
二
月
は
、
ま
だ
ま
だ
雪
に
埋
も

れ
て
い
ま
す
。

外
は
寒
い
し
、
ゲ

l
ム
に
も
あ
き
た

子
ど
も
た
ち
。
き
あ
、
親
と
子
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
深
め
る
月
で
す
。

古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
あ
や
と
り

折
り
紙
、
切
り
紙
、
一
筆
書
、
文
字
絵

な
ど
、
お
母
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
お
し
え

て
あ
げ
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に

な
る
で
し
ょ
う
。

「
ミ
ミ
ズ
が
三
匹
は
っ
て
き
て
、
朝
め

し
畳
め
し
晩
の
め
し
、
雨
が
ざ
あ
ざ
あ

降
っ
て
き
て
、
憶
が
ぽ
つ
ぽ
つ
降
っ
て

き
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
タ
コ
入
道
」

¥

}

/

/

な

ど

「

伝

承

ヘ
)
二

θ

ー
/
川
以
川
遊
び
の
す
す

:

i

 

/
~
2
Q
¥
川
W
川
め
」
に
載
っ

/

1

1

て

い

ま

す

。

「
ふ
る
さ
と
の
遊
び
」
「
あ
そ
び
の
事
典
」

に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
遊
び
が
わ
か
り
や

す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
小
学
生
に
な
る
と
、
お
誕

生
日
に
お
友
達
を
よ
ん
で
お
祝
い
す
る

家
庭
が
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

「
親
子
の
遊
び
川
選
」
に
は
、

新
聞
ゃ

あ
き
か
ん
、
あ
き
び
ん
、
ボ
ー
ル
な
ど

日
常
使
っ
て
い
る
材
料
を
ゲ

l
ム
に
と

り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
野
外
の
ゲ

l
ム
」
「
草
花
遊
び
全
科
」

「
野
に
あ
そ
ぶ
」
な
ど
、
遊
び
な
が
ら

自
然
を
知
ら
せ
、
草
花
の
名
前
を
お
ぼ

え
て
い
く
よ
う
で
す
。

お
手
玉
に
も
縫
っ
た
形
に
三
つ
の
種

類
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
最
も
簡
単
な
も
の
で
袋
の
形

に
縫
っ
て
中
に
物
を
入
れ
て
口
を
つ
ぼ

め
た
も
の
。
も
う
一
つ
は
俵
の
よ
う
に

両
側
と
も
し
ぼ
っ
た
も
の
。

最
後
の
一
つ
は
同
寸
、
長
方
形
の
四

枚
の
小
布
を
接
ぎ
合
わ
せ
て
作
る
も
の

で
す
。

中
に
入
れ
る
の
は
、
小
豆
や
ジ
ュ
ズ

玉
が
い
い
よ
う
で
す
。
小
豆
は
熱
湯
を

か
け
て
、
か
わ
か
し
て
か
ら
入
れ
る
と

あ
と
で
虫
が
わ
き
ま
せ
ん
。

「
え
か
き
う
た
削
」
う
た
を
う
た
い
な

が
ら
い
ろ
い
ろ
絵
を
書
い
て
い
く
の
も

た
の
し
い
も
の
で
す
。

こ
と
ば
遊
び
の
一
つ
に
、
方
言
を
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
と
ば
は
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
に
よ
っ

て
地
方
の
方
言
が
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
面
白
い
方
言
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

「
と
や
ま
弁
に
し
ひ
が
し
」
「
越
中
の
方

言
」
に
は
日
ご
ろ
な
に
げ
な
く
使

っ
て

い
る
こ
と
ば
が
、
文
字
に
な
っ
て
い
て

そ
れ
を
読
む
と
な
ん
と
な
く
お
か
し
い

も
の
で
す
。

4

司
火
祭
り

A~ ßr.ßt.~.，信市ぜる.

カ
ネ
コ
ロ
テ
シ
テ
(
冷
め
た
い
コ
オ

り
の
よ
う
な
手
を
し
て
)

ゲ
ッ
ト
ク
ソ
(
最
後
・
ど
ん
じ
り
)

イ
ッ
ソ
ク
ラ
イ
ニ
(
同
時
に
、
一
緒

キ
ト
キ
ト
(
生
き
生
き
と
)
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
載
せ
た
の
は
、
図
書
館
に
備

え
て
あ
る
本
の
一
部
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
人
3
冊
以
内

2
週
間
か
り
れ
ま
す
。

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
。

，
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
。

2
月
の
お
し
ら
せ

7
日
四
た
い
そ
う
し
ま
し
ょ
う

幻
自
側
ひ
な
人
形
づ
く
り

じ
か
ん
ご
ご

3
時
初
分
よ
り

こ
ど
も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

ロ
メ
モ

食
べ
ご
ろ
、
飲
み
ご
ろ
の
温
度

料
理
や
飲
み
も
の
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

適
温
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
い
く

ら
で
き
た
て
が
お
い
し
い
と
い
っ
て
も

熱
す
ぎ
て
は
料
理
の
味
や
材
料
の
持
ち

味
な
ど
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
き
る
だ
け
最
適
の
温
度
で
、
お
い

し
く
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
適
温
は
、

揚
げ
も
の
:
・
揚
げ
た
て
を
器
に
盛
っ

て
食
卓
に
運
べ
ば
、
食
べ
ご
ろ
の
温
度

(
約
初
度
)
に
な
り
ま
す
。

炊
め
も
の
:
・
で
き
た
て
を
す
ぐ
盛

っ

て
い
た
だ
く
と
約
河
度
で
適
温
。
さ
め

る
と
味
が
お
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

煮
も
の
・
:
少
々
き
め
か
げ
ん
の
印
度

く
ら
い
で
も
、
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま

す。
汁
も
の
:
・
熱
す
ぎ
て
も
ぬ
る
す
ぎ
て

も
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
百

1
別
度

が
適
温
。

お
酒

:-mlω
度
、
熱
か
ん
な
ら
初

度
く
ら
い
。

ビ
ー
ル
・
:
7
1
8
度
が
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

(
四
季
の
家
庭
料
理
よ
り
)

-
閣
噸
炉
町
寸
臼

F

晴
晴

1

a
E
H
F
と

木

Ldω

棋

や

十

つ

叶

肝

ゆ
量
司
山
内
↑
内
w
b
問
お

品

目
別
問

定

・

官

官

民

市

し

時

間
市
問

宮
村
川

九
調
U
4『
市

津

E
館
山山一

P

一
泊

費
刊
M

b
開

但

魚

T
開

ゴ

休

4

合
肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
中
の

け
人
、
あ
る
い
は
治
療
を
勧
め
ら
れ
て

け
い
る
人
。

け

3

接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の

け
成
分
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る

*
お
そ
れ
が
あ
る
人
。

い

4

過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接

日
種
に
よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と

れ
の
あ
る
人
。

れ

5

接
種
前
1
年
以
内
に
、
け
い
れ

会
ん
の
症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

け
以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で

け
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

付
‘
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
新
春
の
つ
ど
い

*
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検
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ラ市ご
イ視存
ブ聴知
ラ覚
リ

(4) 

日
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
を
き

っ
か
け
と
し
て
結
成
さ
れ
た
婦
人
グ
ル

ー
プ
が
、
映
写
会
で
の
映
写
担
当
者
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
、
さ

ら
に
活
動
を
拡
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
婦
人
団
体
が
視
聴
覚
教

育
活
動
と
と
り
く
ん
だ
実
例
と
し
て
今

後
の
発
展
と
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
愛
知
県
西
春
井
郡
豊
山
町

視
聴
覚
ク
ラ
ブ
と
、
岐
阜
県
関
市
視
聴

覚
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
会
で
、
組
織
、

活
動
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

川
会
員
数

m

l
初
名

ω場
所

公

民

館

・
学
校

ω年
齢
構
成
初

l
ω
歳
が
中
心

ω研
修
と
奉
仕
活
動

上
映
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
、
フ
オ

ラ
ム
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
通
し
て
見

聞
を
広
め
、
ま
た
各
種
団
体
(
子
ど
も

会
、
P
T
A
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

等
)
の
要
請
に
応
じ
ポ
ラ
ン
テ
ア
活
動

に
あ
た
る
。

こ
の
た
め
の
教
材
映
画
は
市
、
県
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
は
も
と
よ
り
各
省
庁
、
政

府
関
係
機
関
の
広
報
映
画
の
貸
出
し
を

利
用
。

以
上
は
、
東
海
北
陸
地
区
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
研
究
協
議
会
の
報
告
の
一

端
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
活
動
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
の

提
供
や
ご
相
談
に
も
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
で
は
応
じ
ま
す
。

宮
幻
|
2
4
9
5
番

聞
ゆ
っ

ミひ
二ん
力
イ
卜

@
小
包
の
大
き
さ
と
重
量
制
限

1

速
達
に
す
る
小
包
は
、
長
さ
、
幅、

厚
さ
の
合
計
が
一

れ
ま
で
で
、
重
量

が
四
J
M
，
ま
で
の
も
の
で
す
。

2

速
達
に
し
な
い

小
包
は
、
長
さ
、

幅
厚
き
の
合
計
が
一
、
五
幻
ま
で
で
、

重
量
が
六
J
M
，
ま
で
の
も
の
で
す
。

。
郵
便
の
取
も
ど
し
、
あ
て
名
変
更
の

楕
求

郵
便
を
出
し
て
か
ら
、
あ
て
名
の
間
違

い
な
ど
に
気
づ
い
た
と
き
は
、
な
る
べ

文化講演会

演題
公民館活動と

地域住民

く
早
く
郵
便
局
(
郵
便
を
出
し
た
局
ま

た
は
ポ
ス
ト
の
取
集
を
す
る
局
)
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
そ
の
郵
便
が
先
方

に
配
達
す
る
前
で
あ
れ
ば
、
取
り
も
ど

し
ゃ
、
あ
て
名
を
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
宮
n
|
O
3
0
0

番

へ

ど

う

ぞ

。

魚

津

郵

便

局

。
お
願
い
。

雪
お
ろ
し
の
際
に
は
電
線
に
ふ
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

お
出
か
け
の
と
き
は
、
差
込
を
ぬ
き

ま
し
ょ
う
。北

陸
電
力
側
魚
津
営
業
所

講
師

東
部
中
学
校
長
土
師
清
広
先
生

日

時

2
月
幻
日

ω午
後

1
時
初
分

か
ら
3
時
初
分
ま
で

場
戸斤

市
役
所

3
階
大
会
議
室

主
催

中
央
公
民
館

V
目
』
関
節
脱
臼
検
診

合脅占
H

-R 
占
H

-R 
合*

 

占
H

-R 
合

-R 
占
H

-R 
A
H
 -R 

占
H*

 

合

-R 
A
H
 -胃

合*
 

合け
マ
該
当
者
は

2
月
に
満

3
歳
に
達
す

*

る
お
子
さ
ん
で
す
。

合け

V
母
親
学
級

*
 

日

マ

2
月
間
日
…
幽

日
マ
場
所

1
保
健
所

A
H

マ
時
間

l
午
前

9
時
初
分

i
午
後
3

け
時
初
分

け

マ

対

象

1
妊
婦
、
特
に
初
産
の
方
は

け
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

け
マ
内
容

1
す
こ
や
か
に
産
み
育
て
る

*

た
め
に
必
要
な
学
習

い
マ
畳
食
、
ズ
ボ
ン
、
母
子
手
帳
を
ご

れ
持
参
く
だ
さ
い
。

合け

V
成
人
病
教
室

*
 

合

マ

3
月
2
日

制

午

前

9
時
ぬ
分

1

日
ロ
時

け
マ
場
所

1
保
健
所

付
マ
エ
プ
ロ
ン
、
健
康
手
帳
を
ご
持
参

*

く
だ
さ
い
。

合

(13) 
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V
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検
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" 時
イ寸
時
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間
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11ιSi! 

近
所
の
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
や
包
子
家
庭
の
雪
降
ろ
し
と
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

第3橿郵便物お司鹿侶 うおづ 52.2.1

-
市
職
員
を
募
集

市
で
は
、
次
の
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
は

2
月
日
日
ま
で
に
履

歴
書
(
市
販
の
も
の
で
本
人
の
履
歴
と

家
族
の
状
況
を
記
載
し
、
写
真
を
貼
付

し
た
も
の
。
)
を
持
参
の
う
え
市
彼
所
総

務
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
清
掃
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
学
校

に
勤
務
す
る
業
務
員

募

集

人

員

男

子

約

5
名

年
齢

昭
和
臼
年
3
月
紅
白
現
在
で

ω

歳
未
満
の
人

V
保
育
所
に
勤
務
す
る
業
務
員

募

集

人

員

女

子

約

3
名

年
齢

昭
和
臼
年
3
月
白
日
現
在
で
初

歳
未
満
の
人

マ
い
ず
れ
も
昭
和
日
年
4
月
1
日
以
降

引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

に
限
り
ま
す
。

マ
別
に
定
め
る
日
に
面
接
試
験
を
行
な

い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
職
員
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宮
内
線
2
3
1
番

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保
安
点
検

の
お
知
ら
せ

2
月
中
に
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
消
費
設
備
の
法
定
調
査
の
保
安
点
検

を
行
な
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

魚
津
地
区

新
金
屋
、
真
成
寺
町
、

双
葉
町
で

一
五
八
件

道
下
地
区

村
木
町
、
末
広
町
で
一
七

O
件

北

鬼

江

、

本

新

で

一

五

O
件

そ
の
他
の
地
区
で
未
点
検
の
住
宅

点
検
に
は
富
山
県

L
P
ガ
ス
協
会
魚

津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
同
セ
ン

ター・

8
M
l
5
3
4
0
番
へ
ど
う
ぞ
。

「
車
が
あ
っ
て
は

で
き
な
い
」

除
雪
上
の
障
害
物
は
路
上
駐
車

今
年
は
降
雪
が
多
く
早
朝
か
ら
の
除

雪
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
道
路

交
通
確
保
の
た
め
に
次
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

①
道
路
除
雪
中
最
も
支
障
と
な
る
の

は
車
の
路
上
駐
車
で
、
そ
の
た
め
そ
の

道
路
全
体
の
除
雪
が
で
き
な
く
、
道
路

利
用
者
全
体
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
車
は
車
庫
に
入
れ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

②
道
路
上
で
故
障
等
に
よ
り
や
む
な

く
駐
車
す
る
場
合
は
、
路
肩
に
接
し
て

駐
車
し
、
車
の
上
に
竹
ざ
お
等
に
赤
い

布
を
つ
け
て
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
除
雪
に
よ
り
家
や
車
庫
の
出
入
口

が
ふ
さ
が
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
機
械

で
広
範
囲
の
除
雪
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
ご
理
解
の
う
え
、
各
戸
で

取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
除
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
建
設
課
宮
内
線
2

8
0
番
へ

ど
う
ぞ
。

注
意
し
よ
う

『ゑ
、
の
ゴ
ミ
』

。
ゴ
ミ
収
集
日
を
守
り
、
ゴ
ミ
の

集
積
場
所
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

よ
J

。ゴ
ミ
を
前
日
に
出
さ
れ
る
と
雪

や
雨
で
ぬ
れ
収
集
作
業
が
困
難
に

な
る
と
と
も
に
道
路
上
の
交
通
に

も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
も
不
快
感

を
与
え
、
附
近
の
人
に
も
非
常
に

迷
惑
を
か
け
ま
す
か
ら
、
収
集
日

の
当
日
朝
8
時
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

V
よ
い
ゴ
ミ
の
出
し
方

。
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
切
っ
て

0

0
ゴ
ミ
の
か
さ
は
で
き
る
だ
け
小

判
C

/

、
。

。
収
集
後
は
直
ち
に
容
器
を
お
引

取
り
く
だ
さ
い
。

。
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り

美
し
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

-
母
子
家
庭
中
卒
者
の
激
励
会

今
春

3
月
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子

世
帯
の
生
徒
を
招
い
て
激
励
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
母
子
福

祉
か
ら
記
念
品
を
、
又
、
市
か
ら
は
卒

業
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
か
ら
該
当
者

は
、
当
日
会
場
へ
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時

場
所

2
月
ロ
日
午
後
2
時
か
ら

市
役
所
3
階
大
会
議
室

-
宮
津
霊
園
管
理
料
を

お
忘
れ
な
く

日
年
度
の
富
津
霊
園
管
理
料
の
納
期

限
は
ロ
月
白
日
ま
で
で
し
た
が
、
お
忘

れ
の
方
は
、

早
急
に
近
く
の
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
紛

失
さ
れ
た
方
は
市
都
市
計
画
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
宮
内
線
2
8
3
番

-
陸
、
海
、
空
自
衛
官
採
用

ー
受
付
中
|

1
資

格満
児
歳

i
お
歳
未
満
の
男
子

特
に
今
春
高
校
卒
業
見
込
の
方
を
、

歓
迎
し
ま
す
。

2
待

遇

。
特
別
国
家
公
務
員
(
身
分
保
障
)

O
各
種
専
問
技
術
の
修
得
可
能

O
夜
間
大
学
通
信
教
育
受
講
可
能

3
受
付
相
談

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

魚
津
募
集
事
務
所

(
E
M
-
-
0
3

6
番
)
ま
た
は
、
市
役
所
市
民
課
(

宮
内
線

2
3
3
番
)
へ
ど
う
ぞ
。

-
行
旅
死
亡
人
案
内

次
の
行
旅
死
亡
人
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
心
当
り
の
か
た
は
、
市
役

所
市
民
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(
性
別
、
年
令
、
特
徴
、
発
見
場
所
の

順
)

マ
男
、

ω
l
m歳
位
身
長
一
四
五
句

丸
顔
、
高
岡
市
上
石
瀬
地
先
庄
川
左

岸
中
洲

* 脅 合 合 * 合 会 合 * * 台 育 * * 合 脅 合 脅 食 合 *脅*合 * * * * * 脅 * * 合**合 台 育 * 合 会 合 * 合 合 合 合

‘ マれマ
動場も 2
労 所 午 月
市 11 後 9
Z市 1 自

主 f生時(7j()
T 所 1 と
ム- 3 2 
新 階時月
春{呆 23
の 健日
つ 室 附
ど し、

い ず

(14) 

V
成
人
病
健
康
相
談

6 3 27 20 13 11 6 2 
日月 日 日 日 日 日月
(日) (日) (日) (日) 幽 (日) 2 
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桝 堀 船 江 月
本 崎 井 崎 幡 の
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院 院 院 院 院
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市勢のうごき (12月末)

市の面積 200.75航

海 岸 線 7.9，(."， 

世帯数 12，225戸

人口 (男) 23，516人

(女) 25，460人

計 48，976人

男女計

39人 33人 72人

8人 10人 18人

45人 40人 85人

33人 50人 83人

生

亡

入

出

出

死

転

転

編
集
発
行
人

i寧:

魚、

市

印
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社


